
第 8号様式 (第 15条関係 )

事 見 勝 之  様

事業計画者

(第 1面 )

事 業 計 画 書

代理人

二重県産業廃棄物の適正な処理の推進に関する条例第21条第
理施設の設置等について、次のとおり事業計画書を提出します.

+ tu 6 + f | 2pa

所の所 _´ ´
´

所在地

■項の規定により、産業廃棄物の処

知県一一ユ
刊
一
三

住所 新潟県新潟市北区太夫浜 2536番地 1
氏名 株式会社エコ・ ッパサ貿易
代表取締役  満達 ゥリニフ

法人にあっては、名称.代表者の氏名及び主たる事務
電話翔諄手)  025 (278)8830

住所 二重県津市白山町二本木
氏名 行政書士行岡慈展事務所
行政書士 行 岡 慈

法人にあっては、名称、代表者の氏名
徊肇言舌辞   o9o (5117) 5535

シヽ

-6910

1務

城 げ

産業廃棄物の処理施設の設置等の目的 作業効率化のため、積替え保管施設を設置

産業廃棄物の処理施設の設置等の場所
二重県津市雲出伊倉津町字十八割
同  所  同  宇

1339卑磐|ナ[11
1340,番地 1

|)r業廃棄物の処理施設の種類 積替え保管施設

産業廃棄物の処理施設において処理する
産業廃棄物の種類

金属くず
以上 2品 目 上記品日は水燎使,1製品産栞廃栞物を除く

ッ ク (石線含有産業廃栞物を除く.)、ス

産業廃棄物の処理′t笞設の処理能力

屋外 :保管場所の面積
積替えのための保管上限

廃 プ ラ ス チ ッ ク 類 |(石籠含有ま期 醸 ウ

金属くず
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ポ
ポ

′名ア
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産業廃棄物の処理施設の位置 別紙 r施設配置図」の通 り

産業廃棄物の処理施設の処理方式
排出事業者から自社事業所 (二重支店)へ運搬、積
替え、保管し、中間処理施設等へ運搬する。

産業廃棄物の処理施設の構造及び
設備

別紙「施設詳細図」の通り

別紙「生活環境影響調査結果書」の通り
処理に伴い笙ずる1'「ガス及び排水の屋及び

処理方法 (俳出の方法 (排出口の位置、排

出先等を含む。) 。)

別紙 「生活環境影響調査結果書」の通り
設計計算上達成することができる排ガスの

性状、放流水の水質その他の生活環境への

負荷に す

別紙「維持管理に関する計画」の通り。悪臭の発散並びに騒普及び振動の

発生を防止するための措置

該当なし
その他産業廃棄物の処理施設の構造
等に関する事項

産業廃棄物の処理施設の位置、構造等に関する計画
′

_ヽ

(規格A4版 )

φ



(第 2面 )

産業廃棄物の処理施設の維持管理に関する計画

排ガスの性状、放流水の水質等につ

いて周辺地域の生活環党の保全のた

め達成することとした数値

排ガスは運搬車両の走行のみ、放流水は雨水のみの
ため該当なし。

排ガスの性状及び放流水の水質の

測定頻度に関する事項
排ガスは運搬車両の走行のみ、放流水は雨水のみの
ため該当なし。

その他産業廃棄物の処理施設の維持

管理に関する事項
別紙 「維持管理に関する計画」の通り。

説明会の開催の周知方法並びに事業計画書を公告及び縦覧する方法

予  定  同 時
令 和 6 `1- 10 月 4 日

午前 11時 00分 ～ 午前 12時 00分

説明会の開催
の周知方法

予 定 場 所 及 び

収 容 人 数
二重支店事務所 ・ 15 人

周 知 の 方 法 戸別訪問及び案内状送付

公 告 の 方 法 二重支店正面掲示板

公 告 予 定 日 令 和 6年 9月 20日
事業計画書を

公告及び縦覧

する方法

縦 覧 場 所 当社 三重支店 (二重縣 市雲出伊倉津町 1340番地 1)

1(I覧 開始 ,定 日 令 和 6年 9月 20日

縦 覧 時 間
午前 9 時 ∞ 分 ～ 午後 5 時 00 分
(途中 2時間休憩 。日曜祝祭日を除く)

産業廃棄物の搬入及び搬出の時間、方法

及び経路

搬出入時間
午前 09時～午前 12時
午後 01時～午後 05時

方法及び経路
大型 トラックによる運搬で施設の北側周り既存
道路を使用する。

産業廃棄物の処理施設を使用する日時
午前 8 時 00 分 ～ 午後 6 時 00 分
(途中2時間休憩・ 日曜祝祭日を除く)

産業廃棄物の処理施設の設置等に当たり

行政庁の許可、認可、承認、行政庁に対

する届出その他これらに類するものを必

要とする場合にあつてはそれらの手続の

状況

適宜、協議の上提出する。

事業計画者の

連絡先

担  当  部  署

´
「     E    L 059 (271)8190

F   A   X 059 (271) 8191

株式会社エコ・ツバサ貿易 二重支店



備考

1

(第 3面 )

各欄にその記載事項のすべてを記載することができないときは、同欄に「別紙のとおり」と

記戦し、別紙を添付 してください。
次に掲げる書類及び図面を添付 してください。
(1)産業廃棄物の処理施設及び事業の用に供する施設の配置図
(2)産業廃棄物の処理施設の構造及び処理能力 (最終処分場にあっては、産業廃棄物の埋立処
分の用に供される場所の面積及び埋立容量)を明らかにする図面及び設計計算書
(3)最 終処分場にあっては、周囲の地形、地質及び地下水の状況を明らかにする書類並びに
災害防止のための計画及び埋立処分の計画を記載 した書類

(4)最終処分場以外の産業廃棄物の処理施設にあっては、処理工程図及び処理後の産業廃棄
物の処理方法を記載した書類

(5)事業計画地の付近の見取図
(6)排水の経路図
(7)事業計画地の登記事項証明魯及び不動産登記法第 14条第 1項に規定する地図又は同条第
4項に規定する図面の写し
(8)関係地域に該当する地域 (産業廃棄物の処理に伴い生ずる排水 (雨水及び従業員等の生活
排水を除く。)を放流する場合は、放流地点を含む。)を明らかにする図面
(9)その他知事が必要と認める書類及び図面

2

l

ヽ

_ヽ



1

ヽ

収集運搬における積替保管数量 (r)の 上限

保管上限‐1日 当たりの平均搬出量 (ポ)X7
-日の搬出車両 3台 /日  150請  × 7 ‐ 1,050“

蜘エコ・ツパサ貿易 二重支店 積替え保管施設の処理能力
×保管場所の該当箇所は別紙「施設配臓図」参照.

積替え保管施設の処理能力

保管場所 ① ②

種  類 廃プラスチック類 金属くず

(保管)荷会 野積み 野積み

面 積 (r) 184.19 15.00

全面積 (“ ) 199.19

保管高さ (m) 2.5 2.5

保管容量 (r) 460.47 37_50

全容量 (r) 49797

以上、

i

ヽ

積替え保管施設の処理能力 (認 )

497. 9 7nf

収集運搬における積替保管数量 (ボ)の上限

≦     1050.00お

です。
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1339番 1. 1040番 1

株式会社ェコ・ッバサ貿易
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図面の種類 求  積  図
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図面の種類 保 管 施 設 求 積 図
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NO 生活環境影響要因

生活環境影響調査

“

施設稼働
施設からの
悪臭の漏洩

廃棄物運搬
車両の走行

二酸化窒素 (N02) ○

① 大気賀 質物伏
０好
瓢

↓
↑

＜

遊浮
,´ヽ
ヽ

騒音 騒音レベル ○ ○

振動 振動レベル ○ ○

③ 悪臭
特定悪臭物質濃度又は
臭気指数 (臭気濃度)

○

④ 水質 ○

生活環
1.生

果書

〇 :生活環境への影響が懸念される項目

生活環境への影響が懸念される項目について
① 大気質 (N02 SPM)
運搬車両の走行については、最大 (予定)3台 /日程度であり、運搬車両の走行による
排ガスの影響は軽微であると考えられる。
県道 (一般県道 754号津香良洲線)の交通量は、13,571台 /日 (推定値×)です.弊社
の運搬車両が最大 3台 /日程度を予定しています。よって、廃棄物の搬入出の交通量によ
る環境負荷は軽微であり、大気質 (N02 SPM)へ大きく影響することはないと考えら
れるため、調査項目としては選定しませんでした。
×国上交通省 令和 3年度全国道路・街路交通情勢調査 ―政交通量調査結果 ■ヽBマ ップ 〈可視化ツール〉より

② 騒音及び振動
運搬車両の走行については、最大 (予定)3台 /日程度であり、車両の走行による騒音・
振動の影響は軽微であると考えられる。
弊社の運搬車両の走行経路は、別紙「運搬車両経路図」のとおり、工業専用地域内の
市認定道路 (雲出伊倉津町第 6号線、同第 31号線、久居伊倉津線)か ら一般県道 754号
を運搬経路に使用します。一般県道 754号の交通量は 13.571台 /日 であるところ、弊社
の運搬車両最大 (予定)3台 /日程度ですので、運搬車両走行に伴う騒音及び振動は (環
境影響は)大きくないと考えられるため、調査項目としては選定しませんでした。

次に保管積替え施設内での作業に伴う騒音・振動については、次の 4つのフェーズで
検討する。

(1)荷物の積み下ろし作業時
運搬車両からの積み下ろし作業は、(運搬車両)バンの荷台からフォークリフトを横付
けして、順次積み下ろしを行う。ノヾ′荷台に乗せた廃棄物 (タ イヤ)の荷姿は、全て整然
と並べた状態ですので、ベールクランプ (荷を両サイドから直接挟むタイプのアタッチ
メント)を付けたリフトで荷下ろし作業を行います。この作業時に伴う騒音・振動影響は
軽微ですので、調査項目としては選定しませんでした。
(なお、荷物をダンブアップでのパラ積み下ろしは弊社では行いません。)

(2)タ イヤチェンジャーを使用してのタイヤとホイールの分離作業時
タイヤ付きホイールについてはタイヤチェンジャーを使用しますが、その使用場所は
周囲を鉄板壁で囲っており、また作動時に生じる騒音は軽微なため調査項目としては選
定しませんでした。振動についても同様に環境への影響は軽微なため、調査項目として
は選定しませんでした。
(作業工程)
‐1 タイヤのバルブからムシを取って残存エアーを抜く
‐2 タイヤチェンジヤーでビードを落とす (ホイールのアゴからタイヤを外す)。
‐3 タイヤチェンジャーのターンテープルにタイヤを設置固定する。
‐4 ターンテーブルに固定されたタイヤの一か所にタイヤレバーを挿してめくり、
このめくった隙間にマウントヘットをあて、回転移動させながらタイヤとホイ
ールを外す。

‐5 4でタイヤの外側面が外れたので、次に内側面を4と 同じ方法で外す。

(3)荷物の所定保管場所への移動作業時
ベールクランプを付けたリフトでの所定保管場所に移動する作業です。(1)積み下ろ
し作業と同様に騒音・振動影響は軽微ですので、調査項目としては選定しませんでした。

(4)荷物の積み込み作業時
ベールクランプを付けたリフトでの運搬車両荷台に積み込む作業です。(1)積み下ろ
し作業と同様に騒音・振動影響は軽微ですので、調査項目としては選定しませんでした。

施設排水
の排出

②

2.
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事業場内のその他の施設による騒音にかかわるものとして、(タ イヤチェンジャーの動
力源となる)7.5kWエ アコンプレッサーの騒音について検討する。
当該エアコンプレッサーは、騒音規制法の特定施設、二重県生活環境の保全に関す
る条例の指定施設に該当するが、この施設の騒音値は、距離 1.5mで 53 dBである (別 _

紙、カタログ参照)と ころ、本事業所は工業専用地域であることから、騒青規制摯承至
三重県生活環境の保全に関する条例に基づく規制にかからない。なゃ、手業所敷地境界
から80m離れたところから工業専用地域外となるが、その他地域の排出基準は 60 dB(当
該施設の騒音値は、距離 1_5mで 53 dBであり60 dB以下)である。このことから、当該エ
アコンプレッサーによる騒音についても、環境への影響は軽微であると判断する。

③ 施設からの悪臭
悪臭の発生原因となるものは積替え保管施設内に受け入れないので、悪臭の発生はな
い 。

弊社の保管積替え施設は、安定型産業廃棄物 (廃プラ類、金属くず)のみを取り扱い、
また施設内で悪臭の発生原因となるものはないので、調査項目としては選定しませんで
した。

① 水質
積替え保管施設内で廃棄物の洗浄は行わない。運搬車両の洗車等も行わない。
施設からの放流水は雨水のみとなるため、水質への影響はないと考えられるため、調査
項目としては選定しませんでした。

3.生活環境影響調査の実施について
」1記記載の通り、生活環境への影響は軽微であると考えられるため、調査は実施していない。

し
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